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請願第６号  国民健康保険税の負担軽減を求める請願 

（令和７年２月19日受理） 
厚生委員会付託 

請 願 者  八王子市追分町６-14 フォーラムはちおうじ内 

八王子社会保障推進協議会 

事務局長 横山 敏郎 外1,459名 

紹 介 議 員  市川 克宏  

請願趣旨 

 国民健康保険は日本の皆保険制度の根幹をなすもので、憲法で保障された国民の生命と健康

を守るために重要な制度です。しかし、この国民健康保険の保険税が国民生活に重くのしかか

っており、国民を苦しめています。 

 国民健康保険の加入者の多くは自営業者や年金生活者、非正規雇用の労働者、フリーター、

離退職等による無職者など比較的低所得の方たちで、食料品を始め、電気代、ガス代、ガソリ

ン・灯油代などの物価高騰で厳しい生活を余儀なくされています。このままでは、保険料

（税）が払えない人が増えて、国民皆保険制度そのものが危機的状況になります。 

 八王子市は７年連続して国民健康保険税の値上げを行い、多摩26市で最も高い保険税となっ

てしまいました。その原因は国が国民健康保険財政健全化計画を押しつけ、各自治体に国民健

康保険会計への一般会計からの法定外繰入金を無くすよう指示していることです。しかし、こ

うした国による圧力にもかかわらず、多くの自治体が住民の厳しい生活状況を考慮して、一般

会計からの法定外繰入れを続け、値上げ見送りや値上げ幅の抑制努力をしています。 

 国民健康保険料（税）の連続値上げにより、八王子市では国民健康保険税の負担が所得の１

割を超えるような状況になっており、国保加入者の生活状況を考慮したものとはなっていませ

ん。 

 現在のような物価高騰や年金も上がらないという経済状況の中で、八王子市の国民健康保険

加入者の負担は保険料の値上げをやめるだけでは軽減できません。 

 そこで、以下について請願いたします。 

 

請願事項 

１．法定外繰入金を削減するのではなく、むしろ増やして国民健康保険税を値下げしてくださ

い。 

２．国民健康保険だけの子どもの均等割は子育て世代にとって大きな負担です。市独自の負担

軽減策を講じるとともに、国に対して均等割廃止を求めてください。 

 


